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サポートスタッフによるフィードバックの結果（前期・後期比較） 
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Q1. サポートをするにあたり、自分なりに工夫したり

改善したことはありますか？
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Q2. サポートをするにあたり、困ったこと、不安に感

じたことはありますか？

前期 後期
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[1] [2] [3] [4] [無回答] 

Q3. サポートをするにあたり、学生コーディネーター

からのフォローやサポートは適切だったと思います

か？

前期 後期

特に語学のノートテイクでの困り事

を挙げるものが目立った。たとえば、

「語学力の必要を感じた」と回答する

学生が何名かおり、語学力のあるサポ

ートスタッフからは「ペアとの役割分

担、タイミングが重要」との回答が寄

せられた。 

また、サポートスタッフや障害学生と

の間で生じるコミュニケーション不

足についての回答も寄せられた。 

 

前期の回答では、とにかく慣れること

で上達することを意識したものが多

かったが、後期の回答では具体的な記

述が多く見られ、実際にサポートを積

み重ねていく中で必要な工夫を行っ

ていたことがうかがえた。 

また、前期に比べ後期は自ら必要な準

備を意識し、また余裕をもって障害学

生に応じたサポートができている学

生もいた。 

 

ある ない 

ある ない 

ある ない 

学生コーディネーターの存在すら知

らないサポートスタッフもいた前期

に比べると、後期では圧倒的に学生コ

ーディネーターの認知度が上昇した

ことが分かる。 

その理由としては、前期で学生コーデ

ィネーターの弱まりを認識し、できる

だけ学生コーディネーターが中心と

なるよう意識したことや、学生コーデ

ィネーター自身が役割内容について

後輩に伝えたことなどが考えられる。 
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Q4. サポートをするにあたり、チームミーティングは

サポートの役に立ったと思いますか?

前期 後期
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[1] [2] [3] [4] [無回答] 

Q5. サポートをするにあたり、支援室コーディネー

ター（職員）からのフォローやサポートは適切だった

と思いますか？

前期 後期
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[1] [2] [3] [4] [無回答] 

Q6. サポートに入った授業で担当教員はよく協力して

くれましたか？

前期 後期

前期は「それなりに役立った（「３」の

回答）」が多かったが、後期では「非常

に役立った（「４」の回答）」が多く、

実際のサポートに役立っていること

が分かった。役立った点は主に 3つで、

①自分のサポートが適切かどうかを

把握できた、②他の学生のサポート方

法を聞いて、工夫の幅が広がった、③

障害学生の意見を聞けて、自信につな

がった（不安が軽減した）であった。 

 

前期同様、おおむね「４（適切）」の回

答が多数をしめた。 

職員と学生との接点が多かったこと

が理由に考えられるが、今後はより学

生同士の接点を増やし、不安や悩みな

どを聞き合える場を増やしたい。 

ある 

教員によって異なるが、前期同様、何

らかの配慮があったとする「３」の回

答が多かった。 

学生の回答から、気にかけてくれる先

生は一定数いるが、テイクがしやすい

ようにゆっくり話す先生が少ないこ

とも分かった。 

たとえゆっくり話すことが難しくて

も、補助教材を渡したり、テイカーの

存在を他の学生に説明するといった

ことで、サポートがしやすくなってい

るという声もあった。 

ない 

ある ない 

ある ない 
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Q7. 障害学生とコミュニケーションはうまくとれたと

思いますか？

前期 後期
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Q8. サポートスタッフの活動をしてみて、良かったこ

とや意識が変わったこと、学んだことなどはありまし

たか？

前期 後期
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Q9. サポート以外の企画（PCテイク講座、交流イベ

ント等）に積極的に参加しましたか？

後期

前期と後期とで結果はほとんど変わ

らず、「とれなかった」という意見もあ

った。 

コミュニケーションをよくとれたと

回答した学生たちは、支援室の企画に

も積極的に参加していている学生が

多かった。 

障害学生、サポートスタッフともに積

極的に話しかけられるよう、支援室職

員が促していくことも必要と思われ

る。 

後期は 100％の学生が何らかの変化を

感じていた。一番多かったのは、「障害

に対する考え方・意識が変わった」と

いうもの。その理由は、直接障害学生

と接する中で、「特別な意識がなくな

った」というものや「普段考えないよ

うなことを考えた」といったように、

障害学生との出会いから生れた変化

を挙げる学生や、他の学生の話を聞く

ことで勉強になったというものが多

かった。 

前期よりも学生が主体となる企画が

多かったため、約半数の学生がそれら

の企画に参加していた。参加すること

で、実際のサポートに役立つだけでな

く、知り合いも増えるため、こうした

企画に参加した学生ほど、支援室との

関わりも密になっていると感じられ

た。 

 

 

※ 後期のみの設問 

ある ない 

ある ない 

ある ない 
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Q10. 今後サポート以外に何か活動をしてみたいと思

いますか？

前期 後期

就職活動等で時間的に参加する余裕

がないという学生をのぞき、多くの学

生が何らかの活動を望んでいること

が読み取れる。最も多かったのは、他

大学交流と、支援室内の全体交流会で

あった。 

ある ない 


